










　A new course of study was introduced in March, 2017. These guidelines look toward 
2030. In the future, "times of a severe challenge" are expected.What kind of nature 
and ability is neccesary for children? In addition,what kind of learning is neccesary for 
children? What is the role of Life Environment Studies?
　"Three pillars of nature and ability aiming at upbringing" by the new course,focus 
on learning that is active, interactive and deep. In the future, Life Environment Studies 
will play the following roles. ① It will tie the kindergarten and the elementary school 
smoothly. ② Children will have a sense of life through concrete activity and experience.
③ Children will get the intellectual power, judgement, power of expression ,and the 
basics to independence.
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は「今後 10 年〜 20 年程度で，半数近くの
仕事が自動化される可能性が高い」と述べ
ている。野村総研（2015）は「10 〜 20 年
後に，日本の労働人口の約 49％が就いて
いる職業において，それら（人工知能やロ
ボット等）に代替することが可能」との予
測を出している。
　これらの予測の背景には，AI（Artificial 
Intelligence：人工知能）の台頭がある。
自己実現を果たしていくべき職業生活で
は，職業を AI や機械と分け合ったり，と
きには奪われたりすることもあるというこ
とである。社会生活においても劇的な変化
が起きるはずである。実際，世の中の様子
を見ると，大きな変化の予兆は現れている。
　例えば，各自動車会社は自動運転技術の
獲得に向けて研究を始めている。自動ブ
レーキや車線変更アシストなどもう実用化
できている技術もある。ある電話会社が開
発したロボット「Pepper（ペッパー）」は
販売店で接客業務の一部を始めている。お
掃除ロボット「ルンバ」は床を自動で掃除
をし，自分で充電器に戻ることができる。
新聞では AI がプロ棋士を敗ったという記
事や，プロ棋士が AI を活用したゲームで
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るか」，その力をつけるために「どのよう
に学ぶか」が重視されている。「何ができ
るようになるか」に応えるのが育成を目指
す資質・能力３つの柱の育成であった。「ど
のように学ぶか」という学びの質の改善の
方向性に応えるのが「主体的・対話的で深
い学び」という授業改善の視点である。こ
の３つの視点について答申では次のように
述べている。
　 ①　学ぶことに興味や関心を持ち，自己
のキャリア形成の方向性と関連付けなが
ら，見通しを持って粘り強く取り組み，
自己の学習活動を振り返って次につな
げる「主体的な学び」が実現できている
か。
　 ②　子供同士の協働，教職員や地域の人
との対話，先哲の考え方を手掛かりに考
えること等を通じ，自己の考えを広げ深
める「対話的な学び」が実現できているか。
　 ③　習得・活用・探究という学びの過程
の中で，各教科等の特質に応じた「見方・
考え方」を働かせながら，知識を相互に
関連付けてより深く理解したり，情報を
精査して考えを形成したり，問題を見い
だして解決策を考えたり，思いや考えを
基に創造したりすることに向かう「深い
学び」が実現できているか。（下線：筆者）
　上記の下線部分は，筆者が３つの視点に
つながるキーワードと考える部分である。
生活科の役割
生活科創設の趣旨とねらい
　生活科は平成元年に創設された。約 20
年に渡る審議を経て，従前の低学年の社会
科と理科が廃止され，新たに新設された教
科である。小学校にあっての教科の改廃は
戦後初めてのことであった。
　今，子どもたちを取り巻く環境や，子ど
育成を目指す資質・能力
　創造性，協調性が必要な業務や非定型な
業務は将来においても人が担う，と言われ
る。人間の強みは，「意味を理解すること」
「問いをもつこと」「他人の気持ちを考えて
対応できること」「他人と力を合わせて課
題を解決すること」「変化に柔軟に対応で
きること」と言えそうだ。このような自立・
協働・創造ができる力を育成する観点から，
答申では，育成を目指す資質・能力の３つ
の柱について，次のように述べている。
①生きて働く「知識・技能」の習得
② 未知の状況にも対応できる「思考力，判
断力，表現力等」の育成
③ 学びを人生や社会に生かそうとする「学
びに向かう力，人間性等」の涵養
（下線：筆者）
　これらの資質・能力は並列ではない。バ
ラバラの力でもない。国立教育政策研究所
（2012）が 21 世紀型能力として思考力・基
礎力・実践力を提唱し，「思考力を中核とし，
それを支える基礎力と，使い方を方向づけ
る実践力の３層構造」と示した通り，中核
となるのは②の思考力・判断力・表現力で
ある。知識・技能はたくさん身につけてお
けばよいというわけではない。「生きて働
く」ものでなければならない。②の思考力・
判断力・表現力は，理解していること・で
きることをどう使うかという見方をすると
①の知識・技能と関わりがある。自ら問い
をもち，対象に主体的に関わろうとする態
度として③の学びに向かう力，人間性が大
切になる。
　これらの資質・能力はどのように学ぶこ
とで身に付いていくのか。
主体的・対話的で深い学び
　新指導要領では，「何ができるようにな
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表現は，そのまま，平成元年告示の小学校
学習指導要領生活科の教科目標として引き
継がれることになる。
３回の改訂と趣旨
　生活科の３回の改訂と趣旨は次の通りで
ある。
（１）生活科最初の改訂と趣旨（1998）
　現状と課題
「直接体験を重視した学習活動が展開され，
おおむね意欲的に学習や生活をしようとす
る態度が育っている状況にあるが，一部に
画一的な教育活動がみられたり，単に活
動するだけにとどまっていて，自分と身
近な社会や自然，人にかかわる知的な気付
きを深めることが十分でない状況も見ら
れる。」
　改善の基本方針
「児童が身近な人や社会，自然と直接かか
わる活動や体験を一層重視し，こうした活
動や体験の中で生まれる知的な気付きを
大切にする指導が行われるようにすると
ともに，各学校において，地域の環境や児
童の実態に応じて創意工夫を生かした活動
や，重点的・弾力的な指導が一層活発に展
開できるよう内容の改善を図る。」（下線：
筆者）
（２）生活科２度目の改訂と趣旨（2008）
　生活科の課題（学習指導要領解説生活編
Ｐ．３）
・ 　学習活動が体験だけで終わっている
ことや，活動や体験を通して得られた
気付きを質的に高める指導が十分に行
われていないこと
・ 　表現の出来映えのみを目指す学習活
動が行われる傾向があり，表現によっ
て活動や体験を振り返り考えるといっ
た，思考と表現の一体化という低学年
の特質を生かした指導が行われていな
いこと
もたちの実態から，生活科が見直されてい
ると考える。中野（1990）は，生活科が目
指すもの（４つの問題提起）として，①体
験を重視する，②個性を生かす，③家庭や
地域とのかかわりを見直す，④授業を変え
る，を提唱した。
　「幼稚園，小学校，中学校及び高等学校
の教育課程の基準の改善について」（1987）
（教育課程審議会答申）によると，生活科
創設の趣旨とねらいは次の通りである。
　生活科は，次のような趣旨に基づいて設
定する。
（ア）低学年児童には具体的な活動を通して
思考するという発達上の特徴がみられるの
で，直接体験を重視した学習活動を展開し，
意欲的に学習や生活をさせるようにする。
（イ）児童を取り巻く社会環境や自然環境
を，自らもそれらを構成するものとして一
体的にとらえ，また，そこに生活するとい
う立場から，それらに関心をもち，自分自
身や自分の生活について考えさせるように
する。
（ウ）社会，自然及び自分自身にかかわる
学習の過程において，生活上必要な習慣や
技能を身に付けさせるようにする。
（エ）上記（ア），（イ）及び（ウ）は，学
習や生活の基礎的な能力や態度の育成を目
指すものであり，それらを通じて自立への
基礎を養うこととする。
　このような趣旨に基づき，生活科は具
体的な活動や体験を通して，自分と身近
な社会や自然とのかかわりに関心をもち，
自分自身や自分の生活について考えさせ
るとともに，その過程において生活上必
要な習慣や技能を身に付けさせ，自立へ
の基礎を養うことをねらいとする。（下線：
筆者）
　後半の生活科のねらいの下線部分の文章
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る必要がある。
・ 　社会科や理科，総合的な学習の時間
をはじめとする中学年の各教科等への
接続を明確にすること。単に中学年の
学習内容の前倒しにならないよう留意
しつつ，育成を目指す資質・能力や「見
方・考え方」のつながりを検討するこ
とが必要である。（下線：筆者）
新しい生活科の役割
　以上のことから，新しい生活科の主要な
役割を次の３つと考える。
（１）幼小の学びをなめらかにつなぐ
　文部省指導書生活編（1989）では，第５
章第１節に「生活科では，児童が自分を活
動の中に没入させていく遊びも学習なの
である。」（下線：筆者）と教科の本質を記
している。生活科は幼児期の学びと小学校
での学びを滑らかにつなぐ役割をもって
いる。
　前項（２）にあるように小１プロブレム
という課題がある。原田ほか（2011）は，
小１プロブレムを「入学したての子どもた
ちが，日常の学校生活になじめないまま
日々を過ごし，集団行動が取れない，授業
中に座っていられない，話を聞かないなど
の状態が数ヶ月続いているような状態のこ
と。」と述べている。
　小１プロブレムの原因としては，様々な
要因が考えられる。主なものとして，子ど
もを取り巻く環境の変化，家庭・地域の教
育力の低下，幼児教育と学校教育との違い
などがある。３つ目の違いについては，子
どもにとって「時間」「空間」「人間」「内容」
などについて幼小の間に大きな違いがある
と感じるはずである。「時間」については，
小学校は１単位時間が 45 分の授業があり，
時間割が組まれる一方で，幼稚園には細か
な時間の区切りがないことが例に挙げられ
る。「空間」については，小学校には教室
・ 　児童の知的好奇心を高め，科学的な
見方・考え方の基礎を養うための指導
の充実を図る必要があること
・ 　児童の生活の安全・安心に対する懸
念が広まる中，安全教育を充実するこ
とや，自然事象に接する機会が乏しく
なってきている状況を踏まえ，生命の
尊さや自然事象について体験的に学習
することを重視すること
・ 　小１プロブレムなど，学校生活への
適応を図ることが難しい児童の実態が
あることを受け，幼児教育と小学校教
育との具体的な連携を図ること。（下線：
筆者）
（３）生活科３度目の改訂と趣旨（2017）
　生活科改訂の趣旨
・ 　活動や体験を行うことで低学年らし
い思考や認識を確かに育成し，次の活
動へつなげる学習活動を重視すること。
「活動あって学びなし」との批判がある
ように，具体的な活動を通して，どの
ような思考力等が発揮されるか十分に
検討する必要がある。
・ 　幼児期の教育において育成された資
質・能力を存分に発揮し，各教科等で
期待される資質・能力を育成する低学
年教育として滑らかに連続，発展させ
ること。幼児期に育成された資質・能
力とのつながりを明確にし，そこでの
生活科の役割を考える必要がある。
・ 　幼児期の教育との連携や接続を意識
したスタートカリキュラムについて，
生活科固有の課題としてではなく，教
育課程全体を視野に入れた取組とする
こと。スタートカリキュラムの具体的
な姿を明らかにするとともに，国語科，
音楽科，図画工作科などの他教科等と
の関連についてもカリキュラム・マネ
ジメントの視点から検討し，学校全体
で取り組むスタートカリキュラムとす
98
とで効果が高まるものがある。このように，
つながりのある他教科等のねらいを考えて
意図的に単元を構想していくことができ
る。時間割の設定を弾力的に行うなどの工
夫も認められている。例えば，入学当初の
児童の発達の特性に配慮し，10 分から 15
分程度の短い時間で時間割を構成したり，
逆に，児童が自らの思いや願いの実現に向
けた活動をゆったりとした時間の中で進め
ていけるように２時間続きの学習活動を位
置付けることもできる。
　新しい幼稚園教育要領（2017）では，幼
稚園教育において育みたい資質・能力を次
のように記している。
① 豊かな体験を通じて，感じたり，気付い
たり，分かったり，できるようになった
りする「知識及び技能の基礎」
② 気付いたことや，できるようになったこ
となどを使い，考えたり，試したり，工
夫したり，表現したりする「思考力，判
断力，表現力の基礎」
③ 心情，意欲，態度が育つ中で，よりよい
生活を営もうとする「学びに向かう力，
人間性等」（下線：筆者）
　また，「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」として次のような 10 の具体的な
姿を示している。
（１）健康な心と体
（２）自立心
（３）協同性
（４）道徳性・規範意識の芽生え
（５）社会生活との関わり
（６）思考力の芽生え
（７）自然との関わり・生命尊重
（８） 数量や図形，標識や文字などへの関
心・感覚
（９）言葉による伝え合い
に黒板があり，椅子に座って学習を行うこ
とが多い一方で，幼稚園では自分の机・椅
子があるとは限らないことが例に挙げられ
る。「人間」については，小学校は幼稚園
に比べて学級数が多いので全校の人数が多
く，上級生の人数や先生の人数も多いこと
が例として挙げられる。「内容」について
は，小学校は教科学習（系統的な学問の導
入期）である一方で，幼稚園では遊びを中
心とした総合的な学びが行われていること
が例として挙げられる。小学校でできるこ
とは，これらの違いを子どもたちに違和感
や壁として感じさせないようにし，徐々に
小学校生活に馴染んでいくようにする必要
がある。特に入学直後の暫くの期間が重要
であると考える。
　今回の改訂においては，小学校入学当初
に求められることとして，幼児期における
遊びを通した総合的な学びから他教科等に
おける学習に円滑に移行し，主体的に自己
を発揮しながら，より自覚的な学びに向か
うことが可能となるようにすることが新た
に示された。そこで今注目されているのが，
前項（２）にあるスタートカリキュラムで
ある。スタートカリキュラムは，入学当初
において，幼児期の生活に近い活動と児童
期の学び方を織り交ぜながら，幼児期の豊
かな学びと育ちを踏まえて，児童が主体的
に自己を発揮できるようにする場面を意図
的につくるものである。
　例えば，入学当初に「がっこうだいすき
　なかよしいっぱい」などの大単元を設定
することが考えられる。大単元の中には「学
校探検に行こう」「学校のはてなやびっく
りをみつけよう」「みつけたことをみんな
に知らせよう」などの小単元を位置付けて
いく。小単元の主な学習活動には，探検で
見つけたことを絵に表したり，見つけた不
思議を友達に伝えたりするなど，図画工作
科や国語科と合科的・関連的に実施するこ
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　具体的な活動や体験を通して，身近な生
活に関わる見方・考え方を生かし，自立し
生活を豊かにしていくための資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。
①　活動や体験の過程において，自分自身，
身近な人 ，々社会及び自然の特徴やよさ，そ
れらの関わり等に気付くとともに，生活上必
要な習慣や技能を身に付けるようにする。
②　身近な人々，社会及び自然を自分との
関わりで捉え，自分自身や自分の生活につ
いて考え，表現することができるようにする。
③　身近な人々，社会及び自然に自ら働き
かけ，意欲や自信をもって学んだり生活を
豊かにしようとする態度を養う。
　この目標は総括目標と具体目標の二重構
造からできている。①②③は，それぞれ，
育成すべき資質・能力の３つの柱の「知識・
技能の基礎」「思考力・判断力・表現力の
基礎」「学びに向かう力・人間性等」に当
たる。
　②の「思考力・判断力・表現力の基礎」
については，「生活の中で、気付いたこと、
できるようになったことなどを使って，ど
う考えたり，試したり，工夫したり，表現
したりするか」に関わる力のことであると
されている。自分の頭で考え，判断し，表
現する基礎となるこの力は，自立への基礎
となり，生活を豊かにしていくことにつな
がる。
おわりに
　新学習指導要領の改訂を迎え，2030 年
を見据えた生活科の役割について考えて
きた。
　生活科の役割は創設当時から本質的には
変わっていないと考える。しかしながら，
28 年の月日が流れる中で，児童の実態や
時代の要請の変化を受けて，生活科の役割
への期待がより重くなってきていると感じ
（10）豊かな感性と表現
　小学校では，この 10 の具体的な姿を踏
まえた指導を工夫することになる。
（２）具体的な活動や体験を通して，気付
きの質を高める
　子どもたちを取り巻く環境から，テレビ
やビデオ，ゲームなどで間接体験の機会が
増えている。日常生活の中で安全に遊ぶ環
境も確保しにくい現状から，外遊びや自然
に触れる機会も減ってきている。そこで，
具体的な活動や体験を通して学習できる生
活科への期待が高まっていると感じる。　
　間接体験ではなく，五感を働かせて対象
と関わることができる直接体験を重視した
生活科においては，身近な人々，社会及び
自然と直接関わることができるよさがある。
　ただ，３回の改訂を経ても，「活動あっ
て学びなし。」の批判があることを忘れて
はならない。気付きの質が高まることを目
指していく必要がある。
　小学校低学年においては，自らの学びを
直接的に振り返ることは難しく，相手意識
や目的意識に支えられた表現活動を行う中
で，自らの学習を振り返ることができる。
活動や体験したことを言葉や絵などによっ
て表現し振り返ることで，無自覚な気付き
が自覚的になったり，一つ一つの気付きが
関連付いたりする。それらに加えて，振り
返ることで自分自身の成長や変容について
考え，自分自身のよさや可能性にも気付い
ていく。こうして，働きかける対象への気
付きだけでなく，そこに映し出される自分
自身への気付きや，自分自身の成長に気付
くことが，自分はさらに成長していけると
いう期待や自信を高めることにつながる。
（３）思考力・判断力・表現力を育成し，
自立への基礎を養う
　新学習指導要領での新しい生活科の目標
は次の通りである。
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４） 文部科学省（2008），小学校学習指導
要領解説生活編，日本文教出版
５） 原田信之ほか（2011），気付きの質を
高める生活科指導法，東洋館出版
６） 文部科学省　国立教育　政策研究所　
教育課程研究センター（2015），スター
トカリキュラム　スタートブック
７） 岡山県教育委員会（2016），保幼小接
続スタンダード　豊かな育ちにつなが
る保幼小接続に向けて
８） 文部科学省（2017），小学校学習指導
要領
９） 文部科学省（2017），小学校学習指導
要領解説生活編
る。今後も，生活科の主要な役割である①
幼小の学びをなめらかにつなぐ，②具体的
な活動や体験を通して，気付きの質を高め
る，③思考力・判断力・表現力を育成し，
自立への基礎を養う，という３つの役割を
意識して指導を考えていきたい。
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